
大阪民医連
（大阪民主医療機関連合会）

〒541-0054 大阪市中央区南本町2-1-8 創建本町ビル2階
TEL. 06-6268-3970
http://www.oskmin-igakusei.com/ 医学生・研修医ドットコム 検索

　大阪民医連は、無差別・平等の医療と福祉の実現をめざす組織です。2026年、連合会設立から73年を迎えました。
現在、4つの病院、47の医科系診療所、7つの歯科事業所、31の訪問看護ステーション、34の保険薬局、2つの老
人保健施設、薬剤・診療材料センター、看護専門学校、検査センター、在宅看護支援センターそして社会医学研
究所が、大阪民医連に加盟しています（2026年１月時点）。病院・診療所での実習を、随時受け入れています。
※医学生サポートセンターは、阿倍野医学生サポートセンター（大阪公立大学近辺）、枚方医学生サポートセンター（関西
医科大学近辺）、泉ケ丘医学生サポートセンター（近畿大学医学部近辺）の3つです。

Osaka Min-iren
おおさか民医連

私たちは

大阪民医連の病院紹介（詳細は各病院のHPをご覧ください）

耳原総合病院 （病床数 386床）

東大阪生協病院 （病床数 99床） コープおおさか病院 （病床数 166床）

西淀病院 （病床数 218床）

臨床研修
指定病院

臨床研修
指定病院

●大阪府堺市堺区協和町4丁465　TEL.072-241-0501㈹
●南海高野線堺東駅よりバス10分

●大阪市西淀川区野里3-5-22　TEL.06-6472-1141
●JR東西線御幣島駅徒歩5分

●東大阪市長瀬町1-7-7　TEL.06-6727-3131
●近鉄大阪線長瀬駅徒歩3分

●大阪市鶴見区鶴見3丁目6-22　TEL.06-6914-1100
●地下鉄長堀鶴見緑地線今福鶴見駅徒歩4分

●対象学年と奨学金（月額）

大阪民医連では、いつでも、どこでも、だれもが安心してよい医療を提供できる医療機関を目指し
ています。私たちの医療活動に共感し、ともに働く意思のある方を対象に奨学金を貸与しています。奨学金

制度

1～2年生
1～2年生　50,000円
全　学　年　100,000円

Aコース
Bコース

3～4年生　60,000円 5～6年生　70,000円

他の奨学金と併用できます。詳しくはお問い合わせください

特 

集「LGBTQ」

医学部を目指す
あなたに

読んでほしい！

世界は多様だからこそ

素晴らしいし、強い

facebook 医学生・研修医.comX（旧Twitter）
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特  集

「LGBTQ」
世界は多様だからこそ
素晴らしいし、強い

先の参議院議員選挙で、多様性を認めず外国人排除などを

訴える政党がのびるとともに、「LGBTQ」の方を差別するような

言動などはまだまだ少なくありません。医療機関にとってジェ

ンダー平等の担保や、性的マイノリティーの方々への対応も重

要な課題の一つです。本特集では、「LGBTQ」当事者の方も生

きやすい社会をめざし、活動されている湊隆介さんに、

「LGBTQ」のそもそも論や、誰もが差別・排除されない社会にし

ていくためにはどうしたらよいか、ご寄稿いただきました。

民医連
日　赤
厚生連
済生会

82,154

67,403

54,620

64,000

職員数
民医連の組織現勢 主な医療団体との比較

（2023.3.31）

（2023.12現在）

（2023.12.31）

（2022.3.31）

（2023.3.31）

（2023.1.31）

（2023.3.31）

（2021.3.31）

（2024.1月）

（2023.12.31）

（2016.1.1）

（2023.3.31）

（2023.12.27）

（2023.3.31）

（2023.3.31）

（2023.3.31）

（2021年度）

（2022.3.31）

（2023.3.31）

（2022 年度）

民医連
日　赤
厚生連
済生会

１日平均の入院患者数

（健康管理センター 2を含む）

民医連
日　赤
厚生連
済生会

46,460

約65,000

約42,441

約25,589

１日平均の外来患者数
（2022年度）

（2022年度）

（2023.3.31）

（2022.3.31）

20,094

約26,000

約22,763

約16,602

（2023.3.31）

（2022年度）

（2023.3.31）

（2022年度）

民医連
日　赤
厚生連
済生会

143

91

103

81（2022年度）

病院数

民医連
日　赤
厚生連
済生会

479

5

60

21

診療所数

民医連
日　赤
厚生連
済生会

24,832

34,777

32,313

22,191

病床総数
民医連
日　赤
厚生連
済生会

221

46

97

58

訪問看護ステーション数

病院
有床診療所
無床診療所
歯科診療所
訪問看護ステーション
保険薬局
薬剤・診療材料センター
看護・介護学校
検査センター
老人保健施設
介護医療院
在宅介護支援センター
特別養護老人ホーム
鍼灸所
研究所
ヘルパーステーション
グループホーム
在宅介護福祉関係
ケアハウス
その他
合計

143

11

468

78

221

346

33

8

1

50

2

23

38

3

2

49

22

211

11

13

1,733

（調査日）

私
た
ち
民
医
連
は
、
無
差
別
・
平
等
の
医
療
と
福
祉
の
実
現
を
目
指
す
組
織
で
す
。

戦
後
、
医
療
に
恵
ま
れ
な
い
人
々
と
医
療
従
事
者
が
手
を
た
ず
さ
え
て
各
地
で
民
主
診
療
所
が
作
ら

れ
ま
し
た
。
そ
し
て
、
1
9
5
3
年
、「
働
く
ひ
と
び
と
の
医
療
機
関
」
と
し
て
全
日
本
民
主
医
療
機
関

連
合
会
を
立
ち
上
げ
ま
し
た
。

そ
れ
か
ら
73
年
、
な
に
よ
り
も
地
域
の
人
た
ち
の
思
い
を
大
切
に
し
、
地
域
に
求
め
ら
れ
る
医
療
を

行
っ
て
き
ま
し
た
。

最
も
困
難
な
人
た
ち
の
立
場
に
立
っ
て
、
寄
り
添
う
。

設
立
以
来
一
貫
し
て
、無
差
別
・
平
等
の
理
念
を
掲
げ
る
私
た
ち
の
病
院
は
、差
額
ベ
ッ
ド
代
を
（※

１
）

頂
い
て
い
ま
せ
ん
。
ま
た
、
無
料
低
額
診
療
「
事
業
」
に
も
（※

２
）
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。
こ
れ
は
、「
お

金
の
あ
る
な
し
で
医
療
に
差
別
が
あ
っ
て
は
な
ら
な
い
」
と
い
う
私
た
ち
の
考
え
に
よ
る
も
の
で
す
。

　私たち民医連は、無差別・平等の医療と福祉の実現をめざす組織です。

　戦後の荒廃のなか、無産者診療所の歴史を受けつぎ、医療従事者と労働者・農
民・地域の人びとが、各地で「民主診療所」をつくりました。そして1953年、「働
くひとびとの医療機関」として全日本民主医療機関連合会を結成しました。

　私たちは、いのちの平等を掲げ、地域住民の切実な要求に応える医療を実践し、
介護と福祉の事業へ活動を広げてきました。患者の立場に立った親切でよい医療
をすすめ、生活と労働から疾病をとらえ、いのちや健康にかかわるその時代の社
会問題にとりくんできました。また、共同組織と共に生活向上と社会保障の拡充、
平和と民主主義の実現のために運動してきました。
　私たちは、営利を目的とせず、事業所の集団所有を確立し、民主的運営をめざ
して活動しています。

　日本国憲法は、国民主権と平和的生存権を謳い、基本的人権を人類の多年にわた
る自由獲得の成果であり永久に侵すことのできない普遍的権利と定めています。
　私たちは、この憲法の理念を高く掲げ、これまでの歩みをさらに発展させ、す
べての人が等しく尊重される社会をめざします。

一．人権を尊重し、共同のいとなみとしての医療と介護・福祉をすすめ、人びと
のいのちと健康を守ります

一．地域・職域の人びとと共に、医療機関、福祉施設などとの連携を強め、安心
して住み続けられるまちづくりをすすめます

一．学問の自由を尊重し、学術・文化の発展に努め、地域と共に歩む人間性豊か
な専門職を育成します

一．科学的で民主的な管理と運営を貫き、事業所を守り、医療、介護・福祉従事
者の生活の向上と権利の確立をめざします

一．国と企業の責任を明確にし、権利としての社会保障の実現のためにたたかいます
一．人類の生命と健康を破壊する一切の戦争政策に反対し、核兵器をなくし、平
和と環境を守ります

私たちは、この目標を実現するために、多くの個人・団体と手を結び、国際交流
をはかり、共同組織と力をあわせて活動します。

は
じ
め
ま
し
て
民
医
連
で
す

民医連 綱 領

2010年2月27日
全日本民主医療機関連合会

※

１
：
医
療
保
険
外
の
実
費
負
担
費
用
。
病
院
に
よ
っ
て
金
額
は
異
な
る
　※

２
：
低
所
得
者
な
ど
に
無
料
ま
た
は
低
額
な
料
金
で
行
う
診
療

（医科のみ）

全日本民医連加盟事業所数
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も
し
否
定
さ
れ
て
い
た
ら
？

私
が
ゲ
イ
だ
と
気
づ
い
た
の
は
1
９
９
６
年
、
中

学
校
1
年
生
の
時
で
し
た
。
実
は
人
に
よ
り
「
自
覚
」

す
る
時
期
は
ま
ち
ま
ち
で
、
私
の
パ
ー
ト
ナ
ー
は
小

学
校
中
学
年
の
頃
、
だ
そ
う
で
す
。
大
学
生
に
な
っ

て
か
ら
、
と
い
う
方
も
い
ま
す
。
後
述
の
よ
う
に
、
自

分
の
性
的
指
向
（SO

＝Sexual O
rientation

）
や

性
自
認
（GI

＝G
ender Identity

）
を
模
索
中
だ
っ

た
り
、
決
め
な
い
、
と
い
う
方
も
い
ま
す
。
ま
さ
に
グ

ラ
デ
ー
シ
ョ
ン
で
す
。

90
年
代
後
半
は
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
草
創
期
、
か
つ

中
学
生
が
携
帯
電
話
（
ス
マ
ホ
で
す
ら
な
い
）
を
持

つ
こ
と
な
ど
考
え
ら
れ
な
い
時
代
で
、
当
事
者
の
知

り
合
い
な
ど
で
き
る
わ
け
も
な
く
、
誰
に
も
相
談
で

き
な
い
ま
ま
４
年
を
過
ご
し
ま
し
た
。
初
め
て
友
達

に
相
談
し
た
の
は
高
校
２
年
生
の
時
。
女
性
の
友
人

に
、
話
の
流
れ
で
「
男
性
が
好
き
」
と
メ
ー
ル
を
送
っ

た
時
の
ド
キ
ド
キ
し
た
感
情
は
今
で
も
鮮
明
に
覚
え

て
い
ま
す
。
幸
い
に
も
友
人
が
受
け
止
め
て
く
れ
た

の
で
良
か
っ
た
の
で
す
が
、
も
し
否
定
的
な
感
情
を

示
さ
れ
て
い
た
ら
ど
う
な
っ
て
い
た
の
で
し
ょ
う
。

Ｌ
Ｇ
Ｂ
Ｔ
を
取
り
巻
く

状
況
に
関
す
る
お
さ
ら
い

Ｌ
Ｇ
Ｂ
Ｔ
と
い
う
言
葉
を
見
聞
き
す
る
こ
と
は
増

え
て
き
ま
し
た
が
、こ
こ
で
改
め
て
お
さ
ら
い
し
て

お
き
ま
し
ょ
う
。Ｌ
Ｇ
Ｂ
Ｔ
と
はLesbian

（
レ
ズ
ビ

ア
ン
。
女
性
の
同
性
愛
者
）、Gay

（
ゲ
イ
。
男
性
の
同

性
愛
者
）、Bisexual（
バ
イ
セ
ク
シ
ャ
ル
。
両
性
愛
者
）、

Transgender

（
ト
ラ
ン
ス
ジ
ェ
ン
ダ
ー
。
主
に
は
体

の
性
と
心
の
性
が
一
致
し
な
い
性
別
違
和
の
方
を
指

す
）の
頭
文
字
を
取
っ
た
も
の
で
す
。Ｌ
Ｇ
Ｂ
Ｔ「
Ｑ
」

と
、こ
こ
にQ

usetioning

（
ク
エ
ス
チ
ョ
ニ
ン
グ
。

自
ら
の
性
自
認
や
性
的
指
向
が
定
ま
っ
て
い
な
い
人
、

も
し
く
は
定
め
た
く
な
い
、
特
定
の
枠
に
当
て
は
め

特  集

「LGBTQ」
世界は多様だからこそ
素晴らしいし、強い

世界で同性婚が
認められている国・地域
出典：認定NPO法人
　　　虹色ダイバーシティ

LGBTQの説明と、割合の図案
（TOKYO RAINBOW PRIDEのホームページより）

た
く
な
い
と
思
っ
て
い
る
人
）な
ど
を
意
味
す
る「
Ｑ
」

を
つ
け
る
場
合
も
あ
り
ま
す
。
調
査
に
よ
る
と
日
本

で
は
人
口
の
３
％
〜
10
％（TO

KYO
 RAINBO

W
 

PRIDE

の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
よ
り
）
が
Ｌ
Ｇ
Ｂ
Ｔ
Ｑ
と

言
わ
れ
て
お
り
、
例
え
ば
学
校
の
ク
ラ
ス
に
１
名
以

上
は
い
る
、
と
い
う
計
算
に
な
り
ま
す
。
こ
こ
で
私
は

当
事
者
探
し
を
し
て
ほ
し
い
と
言
っ
て
い

る
わ
け
で
は
な
く
、
そ
の
前
提
で
日
常
を

過
ご
し
て
ほ
し
い
、
と
思
っ
て
い
ま
す
。

さ
て
、
世
界
で
は
既
に
39
の
国
と
地
域

（
25
年
1
月
現
在
）
で
同
性
婚
が
認
め
ら

れ
て
い
ま
す
が
、
日
本
で
は
現
在
「
同
性

婚
」
が
で
き
ず
、「
婚
姻
の
平
等
」
を
求
め

る
裁
判
が
全
国
で
た
た
か
わ
れ
て
い
ま

す
。
そ
し
て
２
０
２
３
年
に
は
Ｌ
Ｇ
Ｂ
Ｔ

理
解
増
進
法
が
で
き
ま
し
た
が
、
片
方
で

は
「
全
て
の
国
民
が
安
心
し
て
生
活
す
る

こ
と
が
で
き
る
こ
と
と
な
る
よ
う
、
留
意

す
る
」
と
い
う
条
文
が
少
数
者
へ
の
公
正

な
政
策
を
阻
害
す
る
も
の
だ
と
の
批
判
が

あ
り
、一
方
で
は
こ
の
程
度
の
立
法
で
す

ら
「
性
的
少
数
者
の
権
利
を
認
め
る
必
要

は
な
い
」
と
批
判
（
大
意
）
さ
れ
る
な
ど
、

当
事
者
に
と
っ
て
は
不
安
な
状
況
が
続
い

て
い
ま
す
。

PROFILE：西淀病院（大阪市西淀川区）など
の医療・介護施設を経営する淀川勤労者厚生
協会（淀協）理事。2022年に17年務めた民
間企業（経営企画室長などを歴任）を退職し、
大阪市会議員選挙に挑戦。152票差で落選。
現在は淀協と民間企業の2つの職を掛け持ち。
ゲイ（男性同性愛者）当事者。

みなと りゅう   すけ

湊 隆介
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外国人に関するデマの一覧チラシ
（大阪から差別に抗う市民有志作成）

困
っ
て
い
る
こ
と
、

不
安
な
こ
と

Ｌ
Ｇ
Ｂ
Ｔ
と
く
く
ら
れ
ま
す
が
、
困
り
ご
と
に
は
、

共
通
す
る
点
も
あ
れ
ば
違
う
点
も
あ
り
ま
す
。
例
え

ば
同
性
愛
者
（
ゲ
イ
や
レ
ズ
ビ
ア
ン
）
の
場
合
に
は
、

日
本
で
は
「
婚
姻
」
と
い
う
制
度
が
使
え
な
い
た
め
、

お
互
い
の
関
係
を
法
的
に
証
明
す
る
こ
と
が
困
難
だ

と
い
う
問
題
が
あ
り
ま
す
。「
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
制

度
」
の
導
入
自
治
体
は
25
年
５
月
時
点
で
５
３
２
に

達
し
、人
口
カ
バ
ー
率
は
90
％
に
達
し
て
い
ま
す
（
認

定
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人「
虹
色
ダ
イ
バ
ー
シ
テ
ィ
」調
べ
）が
、

法
的
な
拘
束
力
を
持
つ
も
の
で
は
な
い
た
め
、
パ
ー

ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
制
度
に
基
づ
く
証
明
証
を
医
療
機
関

で
提
示
し
て
も
家
族
と
し
て
み
な
さ
れ
な
い
と
い
う

ケ
ー
ス
が
相
次
い
で
い
ま
す
。
病
状
な
ど
の
説
明
、

医
療
行
為
へ
の
同
意
、
入
院
な
ど
の
付
き
添
い
な
ど

で
困
難
が
生
じ
て
い
る
の
で
す
。
皆
さ
ん
な
ら
、
当

事
者
の
患
者
や
「
家
族
」
が
来
た
場
合
、
ど
う
対
応

し
ま
す
か
？
（
こ
の
他
に
も
、
相
続
や
扶
養
、
親
権

な
ど
の
面
で
、
婚
姻
制
度
が
使
え
な
い
こ
と
の
困
難

が
同
性
愛
者
に
ふ
り
か
か
っ
て
い
ま
す
）。

そ
し
て
、
ト
ラ
ン
ス
ジ
ェ
ン
ダ
ー
の
場
合
に
は
、

体
の
性
と
心
の
性
が
一
致
し
て
い
な
い
こ
と
に
よ
る

困
難
が
あ
り
ま
す
。
体
に
大
き
な
負
荷
が
か
か
る
こ

と
か
ら
性
別
適
合
手
術
を
受
け
て
い
な
い
当
事
者
の

場
合
、
例
え
ば
更
衣
室
や
入
浴
で
の
対
応
を
ど
う
す

る
の
か
、
そ
し
て
日
本
の
法
制
度
の
問
題
で
戸
籍
上

の
性
を
変
更
で
き
な
い
た
め
に
、
ト
ラ
ン
ス
ジ
ェ
ン

ダ
ー
で
あ
る
こ
と
を
ア
ウ
テ
ィ
ン
グ
（
本
人
の
意
思

に
反
し
た
性
的
指
向
や
性
自
認
の
開
示
。例
え
ば「
男

（
女
）
で
す
よ
ね
」
と
公
衆
の
面
前
で
言
わ
れ
る
。

受
付
な
ど
で
戸
籍
の
名
前
で
呼
ば
れ
る
、
な
ど
）
さ

れ
て
し
ま
う
場
合
が
あ
り
ま
す
。

も
ち
ろ
ん
、
医
療
行
為
に
あ
た
っ
て
体
の
性
が
重

要
な
場
合
は
あ
り
え
る
で
し
ょ
う
。そ
の
場
合
で
も
、

医
療
行
為
に
身
体
的
な
性
が
関
連
す
る
こ
と
を
説
明

し
、
当
事
者
の
意
向
を
確
認
し
て
同
意
を
得
な
が
ら

対
応
す
る
こ
と
が
重
要
で
す
。

世
界
は
多
様
だ
か
ら
こ
そ

素
晴
ら
し
い
し
、
強
い

と
こ
ろ
で
最
近
、Ｌ
Ｇ
Ｂ
Ｔ
Ｑ
に
限
ら
ず
、
少
数
者

を
バ
ッ
シ
ン
グ
す
る
よ
う
な
風
潮
が
広
が
っ
て
き
ま
し

た
。
特
に
昨
年
夏
の
参
院
選
で
は
、
外
国
人
や
Ｌ
Ｇ
Ｂ

Ｔ
Ｑ
を
敵
視
し
、
ま
た
女
性
の
権
利
を
お
と
し
め
る

よ
う
な
主
張
を
す
る
政
党
が
支
持
を
伸
ば
し
ま
し
た
。

私
に
と
っ
て
は
大
変
な
恐
怖
で
す
。
そ
の
背
景
に
は

様
々
な
力
学
が
働
い
て
い
る
よ
う
に
思
い
ま
す
が
、

1
つ
に
は
、
長
引
く
物
価
高
や
経
済
の
低
迷
に
よ
る
、

現
在
と
将
来
の
生
活
へ
の
不
安
感
が
あ
る
の
で
は
な

い
か
と
思
い
ま
す
。
そ
し
て
そ
う
い
っ
た
な
か
で
「
生

活
が
苦
し
い
の
は
〇
〇
が
悪
い
か
ら
だ
」「
〇
〇
は
優

遇
さ
れ
て
い
る
」
と
い
う
デ
マ
が
広
が
っ
た
と
い
う
こ

と
で
す
。
し
か
し
、
デ
マ
は
デ
マ
で
あ
り
、
生
活
が
苦

し
い
の
は
、
あ
ま
り
に
も
大
企
業
や
富
裕
層
が
優
遇

さ
れ
、
働
く
人
た
ち
が
生
み
出
し
た
富
が
偏
っ
て
し

ま
っ
て
い
る
か
ら
で
す
。

と
り
わ
け
、
診
療
報
酬
・
介
護
報
酬
に
よ
っ
て
収

入
の
大
部
分
が
決
ま
る
医
療
介
護
の
分
野
で
は
、
国

が
社
会
保
障
の
抑
制
を
続
け
て
い
る
た
め
、
経
営
も

厳
し
く
、
ま
た
従
事
者
の
賃
金
が
増
え
な
い
と
い
う

状
況
が
あ
り
ま
す
。
私
た
ち
が
デ
マ
に
基
づ
く
分
断

に
屈
す
る
こ
と
な
く
幅
広
く
手
を
つ
な
い
で
、こ
の

状
況
を
変
え
る
こ
と
が
大
事
で
す
。

何
よ
り
、
多
様
な
視
点
を
持
つ
多
様
な
人
た
ち
が

自
由
に
意
見
を
出
し
合
い
、
社
会
を
発
展
さ
せ
て
い

く
よ
う
な
あ
り
よ
う
こ
そ
が
、
し
な
や
か
で
強
い
社

会
を
つ
く
り
、
ひ
い
て
は
私
た
ち
1
人
ひ
と
り
の
人

生
も
よ
り
豊
か
な
（
物
質
的
に
も
精
神
的
に
も
）
も

の
に
し
て
い
く
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
？

私
た
ち
民
医
連
は
、
こ
う
い
っ
た
あ
り
方
を
理

想
と
し
「
無
差
別
平
等
の
医
療
・
介
護
」
を
掲
げ
る

集
団
で
す
。
医
療
・
介
護
を
こ
こ
ろ
ざ
す
学
生
の
皆

さ
ん
が
、
身
近
な
と
こ
ろ
か
ら
社
会
を
よ
く
し
て

い
く
一
員
と
し
て
、
民
医
連
の
仲
間
と
な
っ
て
く
だ

さ
る
日
を
心
待
ち
に
し
て
い
ま
す
。
ぜ
ひ
友
人
知

人
の
な
か
に
も
Ｌ
Ｇ
Ｂ
Ｔ
Ｑ
当
事
者
が
い
る
か

も
？
と
い
う
意
識
を
持
ち
な
が
ら
、
大
い
に
学
び
、

大
い
に
見
聞
を
広
げ
る
有
意
義
な
学
生
生
活
を

送
っ
て
く
だ
さ
い
。

パートナーシップ制度のある自治体の日本地図
ⓒ渋谷区・認定NPO法人 虹色ダイバーシティ 2025
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大阪民医連の医療活動

押
忍
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A

N
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A 
NO IRYO DOJY

O

大阪民医連の医療活動

押
忍

私
は
現
在
大
阪
の
耳
原
総
合
病
院
で
勤
務

す
る
医
師
で
あ
り
、
被
爆
三
世
で
も
あ
り
ま

す
。
曽
祖
父
は
、
80
年
前
の
8
月
6
日
、
広

島
で
ベ
ル
ト
の
バ
ッ
ク
ル
だ
け
残
し
て
燃
え
尽

き
た
と
聞
か
さ
れ
て
育
ち
ま
し
た
。
祖
母
た
ち

は
行
方
不
明
の
曽
祖
父
を
探
し
て
広
島
市
内

に
入
り
、
被
爆
し
ま
し
た
。

第
二
次
世
界
大
戦
後
も
悲
惨
な
戦
争
や
武

力
衝
突
は
世
界
各
地
で
繰
り
返
さ
れ
て
き
ま

し
た
が
、
中
で
も
2
0
2
2
年
の
ロ
シ
ア
の
ウ

ク
ラ
イ
ナ
侵
攻
は
人
間
社
会
に
お
け
る
戦
争

防
止
が
い
か
に
困
難
か
を
わ
れ
わ
れ
に
突
き

つ
け
た
よ
う
に
思
え
ま
す
。
米
国
の
科
学
者
で

構
成
さ
れ
る
科
学
安
全
保
障
委
員
会
に
よ
れ

ば
「
人
類
最
後
の
日
」
ま
で
の
残
り
時
間
を
概

念
的
に
示
す
「
終
末
時
計
」
の
2
0
2
5
年
版

の
時
刻
は「
残
り
89
秒
」と
分
析
し
て
い
ま
す
。

核
兵
器
使
用
の
恐
れ
が
か
つ
て
な
い
ほ
ど
高

ま
っ
て
い
る
こ
と
に
加
え
、
気
候
変
動
と
い
っ

た
国
際
的
な
連
帯
・
連
携
が
必
要
な
取
り
組

み
に
お
い
て
も
、
国
家
間
の
利
害
衝
突
に
よ
り

前
進
が
極
め
て
難
し
い
状
態
に
あ
り
ま
す
。

第
二
次
大
戦
の
反
省
か
ら
、
経
済
的
な
結

び
つ
き
の
強
化
は
経
済
的
な
合
理
性
を
も
た

ら
し
、
直
接
的
な
領
土
拡
張
戦
争
を
防
止
で

き
る
は
ず
、
で
し
た
。
現
実
に
は
、
大
国
が
国

際
条
約
を
無
視
し
て
一
方
的
な
歴
史
観
と
価

値
観
を
も
と
に
直
接
侵
略
を
行
う
と
い
う
歴

史
の
逆
行
を
、
わ
れ
わ
れ
は
直
接
の
当
事
者
と

し
て
目
撃
し
て
い
ま
す
。
さ
ら
に
、
イ
ス
ラ
エ

ル
の
ガ
ザ
侵
略
は
、
か
つ
て
の
被
害
者
で
あ
っ

た
民
族
が
他
の
民
族
の
民
族
浄
化
を
行
う
と

い
う
、
歴
史
の
反
復
を
目
の
当
た
り
に
し
て
い

ま
す
。
ど
ち
ら
の
国
も
、
公
式
に
は
認
め
ま
せ

ん
が
戦
時
国
際
法
に
違
反
す
る
病
院
や
救
急

車
・
医
療
従
事
者
へ
の
攻
撃
を
頻
繁
に
行
っ
て

い
ま
す
。
そ
し
て
、
二
つ
の
国
は
ど
ち
ら
も
核

兵
器
を
使
用
し
う
る
国
で
す
。

こ
の
よ
う
な
世
界
情
勢
の
中
で
、
原
爆
の
被

害
を
訴
え
続
け
て
き
た
被
団
協
が
ノ
ー
ベ
ル
平

和
賞
を
受
賞
し
た
こ
と
は
、
大
き
な
希
望
の
種

で
あ
る
と
言
え
ま
す
。
同
様
に
、
２
０
１
７
年

に
ノ
ー
ベ
ル
平
和
賞
を
受
賞
し
た
I
C
A
N

（
核
兵
器
廃
絶
国
際
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
）
が
主
導

す
る
核
兵
器
禁
止
条
約
は
、
２
０
２
５
年
９
月

時
点
で
95
カ
国
が
調
印
し
、
74
カ
国
が
批
准
し

て
い
ま
す
。
日
本
国
内
に
目
を
向
け
る
と
、
国

内
に
は
１
７
１
８
の
自
治
体
が
あ
り
ま
す
が
、

こ
の
う
ち
７
１
７
の
自
治
体
が
日
本
政
府
に
核

兵
器
禁
止
条
約
へ
の
参
加
を
呼
び
か
け
て
い
ま

す
。
こ
れ
ら
の
事
実
は
、
危
機
の
高
ま
り
に
対

し
て
、
平
和
を
求
め
る
声
も
ま
た
高
ま
っ
て
い

る
こ
と
を
示
し
て
い
る
と
言
え
る
で
し
ょ
う
。

ま
た
、
10
月
に
は
世
界
の
医
師
が
核
戦
争

の
防
止
や
核
兵
器
廃
絶
を
求
め
話
し
合
う
「
核

戦
争
防
止
国
際
医
師
会
議
」（
I
P
P
N
W
）

の
世
界
大
会
が
長
崎
で
行
わ
れ
、
私
も
参
加

し
て
き
ま
し
た
。
政
治
的
利
害
で
は
な
く
「
命

と
健
康
を
守
る
こ
と
」
を
職
能
と
し
て
要
求
さ

れ
る
医
師
・
医
療
者
集
団
の
世
界
的
連
帯
は

大
き
な
意
義
が
あ
る
と
思
い
ま
す
。

I
P
P
N
W
副
会
長
の
発
言
を
引
け
ば
、「
わ

れ
わ
れ
医
師
は
人
々
や
国
家
の
核
依
存
症
を

『
治
療
』
す
る
必
要
が
あ
る
」
の
で
す
。
そ
し

て
も
う
一
つ
「
変
化
は
可
能
だ
と
信
じ
る
人
が

世
界
を
変
え
て
き
た
」
と
い
う
言
葉
は
、
平
和

運
動
に
限
ら
ず
さ
ま
ざ
ま
な
権
利
を
求
め
る

運
動
や
積
み
重
ね
て
き
た
歴
史
が
そ
の
真
実

性
を
保
証
し
て
い
ま
す
。
残
念
な
が
ら
全
日
参

加
は
叶
い
ま
せ
ん
で
し
た
が
、
大
い
に
勇
気
づ

け
ら
れ
る
大
会
で
し
た
。

私
は
医
療
従
事
者
が
、
反
戦
・
非
戦
を
掲
げ

る
こ
と
は
綺
麗
事
で
も
理
想
論
で
も
な
く
、
職

業
的
責
務
で
あ
る
と
考
え
て
い
ま
す
。
医
師
の

本
来
的
な
社
会
的
責
務
と
は
、
健
康
を
促
進
す

る
こ
と
で
あ
り
、
病
を
治
す
こ
と
は
そ
の
一
手

段
に
す
ぎ
ま
せ
ん
。
安
定
し
た
医
療
を
提
供
す

る
た
め
に
は
、
医
療
資
材
、
病
院
設
備
、
医
療

ス
タ
ッ
フ
、
そ
し
て
こ
れ
ら
を
支
え
る
財
政
・

イ
ン
フ
ラ
や
地
域
社
会
と
い
っ
た
基
盤
が
な
け

れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
こ
れ
ら
を
確
保
す
る
た
め

に
「
戦
争
が
な
い
こ
と
」
は
最
低
条
件
で
す
。

な
ぜ
人
は
戦
争
を
す
る
の
か
、
な
ぜ
繰
り
返

し
て
し
ま
う
の
か
。
戦
争
は
な
ぜ
起
こ
り
、
ど

う
す
れ
ば
防
げ
る
の
か
。
完
璧
な
答
え
は
い
ま

だ
に
出
て
い
ま
せ
ん
。
し
か
し
、
わ
れ
わ
れ
に

は
過
去
の
積
み
重
ね
が
あ
り
、
常
に
未
来
に
向

け
て
具
体
的
に
何
が
で
き
る
の
か
を
考
え
る

力
が
あ
り
ま
す
。
戦
後
80
年
の
節
目
に
、
同

じ
過
ち
を
繰
り
返
す
の
か
、
そ
れ
と
も
違
う
道

を
い
く
の
か
。
私
に
は
、
曽
祖
父
た
ち
が

２
０
２
６
年
の
わ
れ
わ
れ
に
無
言
の
問
い
か
け

を
し
て
い
る
よ
う
に
思
え
て
な
り
ま
せ
ん
。

緒方　隼 Ogata Jyun
（大阪府立三国丘高校卒）

（耳原総合病院  3 年目医師）
PROFILE：2023 年 3 月関西医科大学卒業。
2023 年 4 月から耳原総合病院で初期研修。

戦後８０年に寄せて
医療従事者が、 反戦・非戦を掲げることは職業的責務

なにわの医療道場「こんなコト聞きたい」大募集！

　なにわの医療道場では、テーマを変えて医師を目指す方たち
へメッセージを掲載しています。技術的なことだけでなく、「医
師にとっての志」「社会の中での医師の役割」など、テーマは多
数。取り上げてほしいテーマなどございましたら大阪民医連ま
でご連絡ください。

大阪民主医療機関連合会（大阪民医連）
〒541-0054 大阪市中央区南本町2-1-8　創建本町ビル2階
TEL：06-6268-3970　FAX：06-6268-3977
E-mail：igakusei@oskmin.com

今回の今回の
ドクタードクター

長崎で開催されたIPPNW世界大会

核兵器禁止条約の署名国および批准国

反核医師の会
核戦争に反対する
医師の会ホームページ

ICAN（核兵器廃絶
国際キャンペーン）
ホームページ
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高校生・受験生のみなさんへ

未来の医師を応援

日本各地にある民医連加盟の病院や診
療所で医師体験を実施しています。お近く
の事業所をご紹介しますのでご気軽にご相
談ください。医師体験では医師との懇談や
診察見学、病院・診療所の検査機器などの
見学やオペ室見学、時にはカンファレンス
に参加したり、訪問診療で患者さんのお家
に伺ったり、あまり見ることのない医師の
働き方を知ることができます。また、介護
施設などの福祉施設見学もできますので、
事前に興味のあることを教えてください。

推薦入試前と共通テスト後の時期に開催。
「面接とは？」のレクチャーの後、医師と管
理職の面接官を前に面接を行います。志望大
学の過去の面接内容を質問項目にあげ、面接
後はフィードバックを行います。交流会では
参加者や医師との交流も行います。

医師を目指したきっかけや医師になるまでの
経緯など、自身の経験をもとにした中高生向け
の医師講演を行っています。医師になるまでの
道すじ、医学部での勉強や、高校時代のおすす
めの過ごし方など、医師を目指してきた先輩と
してお話しします。講師の話や質問を通じて医
師に対しての具体的なイメージを持ち、モチ
ベーションアップをサポートします。

さまざまな大学の医学生
に受験時の悩みや勉強の仕
方、予備校の選び方等ざっ
くばらんにお話しすること
ができます。時には保護者
の方の悩みにもこたえても
らうことも。しゃべり場に協
力してくれる医学生ボラン
ティアも募集中です！

医学部受験には避けて通れない、医療倫
理の分野から「脳死と臓器移植」や「尊厳
死・安楽死について」などをテーマに、学
習と交流を行っています。教材から、「患
者の立場ならどう思いますか？」「家族の
立場なら？」「医師の立場なら？」と、さ
まざまな立場での視点でディスカッション
をします。自分の意見をしっかり伝え、相
手の意見も尊重し、医師と一緒に、多様な
意見があることを学びます。医師との交流
もしっかりできます。

I want to be a do
ctor

医学部を
めざす

医師体験を経験した病院等で医師体
験からス

テップアップした実習を行います
。医師体験の

時に出会った医師やスタッフがお祝
いに駆けつ

けます。どんな医師になりたいの
か、どんな医

療をやりたいのか、今後待ち受けて
いる医学生

生活についていっぱい話しましょう
！

▼
▼
▼

▼
▼
▼ ▼ ▼ ▼ ▼

▼

▼
▼
▼

▼
▼
▼ ▼ ▼ ▼

▼

▼
▼
▼
▼ ▼ ▼

医師体験

合格おめでとう会＆

入学前実習

医
学生

とのしゃべり場

医
療倫

理セミナー

▼ ▼ ▼
▼
▼

▼

医師講演

模擬
面接

申し込み
方法

または

医師体験 企　　画

医学生・研修医ドットコム 検索

随時

3月

冬頃

11月
・
1月頃

10～
11月

3・8・12
月頃

春 夏 冬

頃

頃
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申し込み
方法

または医師体験 イベント
医学生・研修医ドットコム 検索
http://www.oskmin-igakusei.com/

合格HISTORY

夢をあきらめないあなたへ　先輩からの応援メッセージ !!

関西医科大学 2年
さかぐち  な    な    み

阪口七菜実 （大阪府立生野高校卒）

いかにして努力を続けるか
努力する才能

私は一年の浪人の末に関西医科大学医学部に合格しました。この過程で得た最も大きな財産は、
「努力する才能」です。
私は幼少期から医学に強い興味を抱いており、「自分は医者になるのだ」とどこかで確信してい
ました。しかし、その道は険しく、特に受験期には諦めてしまおうか、と心が折れそうになったり、
努力が全く実らず絶望の淵に立たされたりしました。私の出身校は医学部の受験に特化したもので
はなく、環境的に恵まれていたとは言いづらいと思います。そんな中で厳しい部活動に三年間取り
組みながら受験勉強に励んでいました。毎日朝練と夕練がある多忙な日々の中で見つけた勉強のコ
ツに、「早寝早起き」と「友人との勉強」があります。朝は４時頃に起き、勉強してから学校に向かっ
ていました。また、部活を引退してからは友人と一緒に勉強することが多かったです。お互いに質
問し合えるし、サボり対策にもなり、すごく効率が良いです。この２点は大学生になった今でもテ
ストの前などに活用しています。高校生活で学んだのは、いかにして努力を続けるかということで
した。
現役の時には、家計の事情もあり医学部に進学することはかないませんでしたが、やはり今まで
の努力を捨てて夢を諦めることはできず、私は浪人を選びました。塾へ通う
ことはできなかったので、一年間宅浪で学ぶことになりました。宅浪では
時間の自由があったことから、わからないことをわかるまでとことん調べ
つくす、という勉強法を実践していました。この経験は今現在すごく役に
立っていて、大学の講義でわからなかった部分を自分なりに調べて理解す
るという学習方法が自ずと身につきました。一年の浪人の末、何とか本学
から合格通知書をいただき、奨学金を借りながら毎日勉学や部活動に励ん
でいます。
未知のことを勉強する際にはどうしても受け身になりがちですが、自分
から疑問を見つけ、主体的にそれを解決していくという勉強方法は、粘り強
さは必要ですが一番効率よく、楽しみながらできる勉強方法だと思います。
受験勉強を通して身につけた「努力する才能」はこれから一生学び続ける
医師という職業を目指す道の上で確かな支えになっています。

医学生の活動を紹介します

いがくせいだより

VOL.20 KANTO
HORI

ハンガリー ・ セゲド大学 3 年　堀 寛遼
（大阪府立千里高校卒）

ハンガリーでの経験を糧に、
日本と世界の医療をつなぐ架け橋に

皆
さ
ん
、
こ
ん
に
ち
は
。
ハ
ン
ガ
リ
ー
の

セ
ゲ
ド
大
学
医
学
部
3
年
の
堀
寛
遼
で
す
。

今
回
は
私
が
な
ぜ
遠
く
離
れ
た
ハ
ン
ガ
リ
ー

の
地
で
医
学
を
学
ぶ
こ
と
を
選
ん
だ
の
か
に

つ
い
て
、
紹
介
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

現
在
ハ
ン
ガ
リ
ー
で
医
学
生
と
し
て
の

日
々
を
送
っ
て
い
る
の
に
は
、
い
く
つ
か
の

理
由
が
あ
り
ま
す
が
、
最
大
の
き
っ
か
け
は
、

高
校
時
代
に
国
際
医
療
に
関
す
る
ド
キ
ュ
メ

ン
タ
リ
ー
を
見
た
こ
と
で
し
た
。
人
種
や
国

境
を
越
え
て
医
療
を
提
供
す
る
医
師
の
姿
に

感
銘
を
受
け
、
自
分
も
英
語
を
共
通
言
語
と

し
て
世
界
中
の
人
々
と
対
等
に
渡
り
合
い
、

医
療
に
貢
献
で
き
る
人
間
に
な
り
た
い
と
強

く
思
い
ま
し
た
。

ハ
ン
ガ
リ
ー
の
医
学
部
は
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
で

教
育
を
受
け
ら
れ
る
こ
と
、
卒
業
時
に
は
Ｅ
Ｕ

全
域
で
通
用
す
る
医
師
免
許
が
得
ら
れ
る
と

い
う
点
に
、
大
き
な
魅
力
を
感
じ
ま
し
た
。

入
学
後
の
学
習
は
、
想
像
以
上
に
厳
し
い

も
の
で
し
た
。
特
に
１
、２
年
次
に
集
中
す
る

基
礎
医
学
（
解
剖
学
、生
化
学
、生
理
学
な
ど
）

は
、
そ
の
膨
大
な
暗
記
量
に
圧
倒
さ
れ
る
日
々

で
し
た
。日
本
の
大
学
と
大
き
く
異
な
る
の
は
、

試
験
の
多
く
が
「
口
頭
試
問
（O

ral Exam

）」

形
式
で
あ
る
こ
と
で
す
。
こ

れ
は
、
単
に
知
識
を
暗
記
し

て
い
る
だ
け
で
は
通
用
せ
ず
、

教
授
を
目
の
前
に
し
て
、
学

ん
だ
知
識
を
自
分
の
言
葉
で

論
理
的
に
「
説
明
で
き
る
」

こ
と
が
厳
し
く
求
め
ら
れ
ま

す
。
最
初
は
、
英
語
で
専
門

的
な
内
容
を
即
座
に
説
明
す

る
こ
と
に
非
常
に
苦
労
し
ま

し
た
が
、
練
習
を
重
ね
る
う

ち
に
次
第
に
、
論
理
立
て
て

説
明
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま

し
た
。

３
年
生
と
な
っ
た
今
、
学
習
は
基
礎
か
ら
臨

床
へ
と
そ
の
軸
足
を
移
し
つ
つ
あ
り
ま
す
。
病

理
学
や
病
態
生
理
学
な
ど
、
実
際
の
疾
患
と
結

び
つ
く
科
目
が
増
え
、
単
な
る
暗
記
か
ら
「
な

ぜ
こ
の
症
状
が
起
き
る
の
か
」
と
い
う
論
理
的

思
考
が
一
層
重
要
に
な
っ
て
い
ま
す
。
ハ
ン
ガ

リ
ー
で
の
多
様
な
バ
ッ
ク
グ
ラ
ウ
ン
ド
を
持
つ

仲
間
た
ち
と
の
学
び
は
、
困
難
で
は
あ
り
ま
す

が
、
間
違
い
な
く
私
の
視
野
を
広
げ
て
く
れ
て

い
ま
す
。
こ
の
地
で
培
っ
た
経
験
を
糧
に
、
将

来
的
に
は
日
本
と
世
界
の
医
療
を
つ
な
ぐ
架

け
橋
の
よ
う
な
存
在
に
な
れ
る
よ
う
、
日
々
の

学
習
に
励
ん
で
い
ま
す
。
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応募方法

国 試 対 策 に も 役 立 つ

PROFILE●2024年熊本大学卒業、
耳原総合病院にて初期研修中

応募締め切り：2026年５月31日（日）　E-mail送り先：igakusei@oskmin.com　「なるほど道場」プレゼント係
応 募 方 法 ：

大阪民主医療機関連合会（大阪民医連）
〒541-0054 大阪市中央区南本町2-1-8　創建本町ビル2階　

Q1

Q2

締め切り　2026年５月31日（日）

国試対策にも役立つ問題を3問出題します。正解者の中から抽選で10名様に
「Quoカード1000円分」をプレゼントします。当選者の発表は賞品の発送を
もって代えさせていただきます。クイズの正解は次号で発表します。

a アルコール　　b 抗菌薬　　c スタチン　　d 抗てんかん薬

a アミラーゼ　　b リパーゼ　　c BUN　　d CRP

No.84の答え

①～③までの答えを明記するとともに「お名前」「ご住所」「電話番号」「学校名・学年」「取り上げて
ほしい記事」などを記入し、E-mailアドレスまで送信するか、2次元コードを読み取り、グーグルフォー
ムから回答し、送信ボタンを押してください。ご不明な点は下記までお問い合わせください。

菊池威一郎
きく   ち    い  いち ろう

Q1. ⓒ　Q2. ⓒ　Q3．ⓓ

（久留米附設高校卒）

ALT よりも ASTが高値で、γ-GTPが著明に上昇している。
この原因として最も考えられるものを 1つ選んでください。

急性膵炎の重症度判定基準に含まれるものを 2つ選んでください。

Q3 ヘリコバクター・ピロリ除菌について正しいものを 2つ選んでください。

出題してくださる先生

@osaka.miniren.igakusei @oskmin_igakusei http://www.oskmin-igakusei.com/

・

皆さんに当会の取り組みを知ってもらうために担当スタッフが様々な記事を絶賛配信中です。
イベントや病院見学など、みなさんにも有益なお知らせを散りばめています。
気にいった記事があったら、ぜひみなさんの　　　　　  をお願いします。

a 除菌判定は、除菌終了直後に尿素呼気試験で行う。 
b 除菌成功後でもNSAIDs 服用時にはPPI 併用が推奨される。
c 除菌成功後の再発はヘリコバクター・ピロリ再感染が主な原因である。
d 除菌成功後の潰瘍再発率は大きく低下する。

こちらの2次元コードから
応募フォームにアクセス！

TEL：06-6268-3970
FAX：06-6268-3977

今 回 の 出 題

研修医の思いを聞いてください
けんしゅうエッセー

ESSAY.21 SAYAKA
UEDA

西淀病院　上田紗耶香
（四條畷学園高等学校卒）

私
が
医
師
を
志
す
と
決
意
し
た
の
は
、
高

校
2
年
生
の
と
き
で
し
た
。
認
知
症
を
テ
ー

マ
に
し
た
ド
キ
ュ
メ
ン
タ
リ
ー
番
組
で
、「
家

族
の
顔
も
分
か
ら
な
く
な
る
」
と
い
う
シ
ー

ン
を
目
に
し
た
瞬
間
、
胸
の
奥
が
強
く
締
め

つ
け
ら
れ
、「
何
と
か
し
た
い
」
と
い
う
気
持

ち
が
芽
生
え
た
の
を
覚
え
て
い
ま
す
。
そ
し

て
、
医
師
と
い
う
職
業
へ
の
憧
れ
を
抱
き
ま

し
た
。
一
方
で
、
重
い
責
任
が
伴
う
大
変
な

職
業
だ
と
耳
に
す
る
こ
と
も
多
く
、
自
分
に

は
務
ま
ら
な
い
だ
ろ
う
と
感
じ
て
い
ま
し
た
。

そ
ん
な
中
、
私
が
医
師
を
目
指
す
決
心
が

で
き
た
の
は
、
中
学
・
高
校
生
活
で
の
経
験

が
あ
っ
た
か
ら
で
す
。
私
が
通
っ
て
い
た
学

校
で
は
、「
社
会
に
出
て
役
立
つ
力
を
養
う
」

と
い
う
目
標
の
も
と
、
多
様
な
活
動
に
取
り

組
む
機
会
が
あ
り
ま
し
た
。
グ
ア
ム
で
の
ナ

イ
ト
マ
ー
ケ
ッ
ト
出
店
、
企
業
へ
の
企
画
書

作
成
や
プ
レ
ゼ
ン
、
卒
論
作
成
な
ど
、
多
く

の
挑
戦
を
通
じ
て
、「
熱
意
を
持
っ
て
正
し
く

努
力
す
れ
ば
結
果
は

つ
い
て
く
る
」
こ
と
を

学
び
ま
し
た
。
そ
の
経

験
が
、
医
師
と
い
う
長

い
道
を
歩
む
勇
気
の

土
台
に
な
っ
た
の
だ
と

思
い
ま
す
。

そ
の
後
浪
人
期
間
を
経
て
医
学
生
と
な

り
、
今
は
初
期
研
修
医
と
し
て
病
院
に
勤
務

し
て
い
ま
す
。
日
々
の
診
療
で
は
、
さ
ま
ざ

ま
な
背
景
を
も
つ
患
者
さ
ん
と
出
会
い
ま

す
。
未
熟
な
り
に
「
こ
の
人
と
そ
の
周
囲
が

少
し
で
も
生
き
や
す
く
な
れ
ば
」
と
願
い
な

が
ら
、
一
人
ひ
と
り
に
向
き
合
っ
て
い
ま
す
。

そ
う
し
た
日
々
の
中
で
感
じ
る
の
は
、
医

療
に
お
い
て
「
優
し
さ
」
と
「
技
術
」
の
両

方
が
必
要
だ
と
い
う
こ
と
で
す
。「
優
し
い
だ

け
の
医
師
は
無
能
だ
」
と
言
う
人
が
い
ま
す
。

確
か
に
技
術
が
伴
わ
な
け
れ
ば
、
医
師
と
し

て
の
務
め
は
果
た
せ
ま
せ
ん
。
け
れ
ど
、
優

し
さ
は
確
か
に
届
く
と
信
じ
て
い
ま
す
し
、

私
の
性
格
の
柔
ら
か
さ
が
、
患
者
さ
ん
と
の

距
離
を
少
し
近
づ
け
て
く
れ
て
い
る
気
が
し

ま
す
。

来
年
か
ら
は
、
総
合
診
療
・
家
庭
医
の
専

攻
医
と
し
て
新
た
な
一
歩
を
踏
み
出
し
ま

す
。
理
想
は
、
何
で
も
話
を
聞
い
て
く
れ
る

保
健
室
の
先
生
の
よ
う
な
存
在
。
昔
読
ん
だ

本
に
「
医
師
は
社
会
の
歯
車
を
支
え
る
存
在

で
あ
る
」
と
あ
り
ま
し
た
。
社
会
を
支
え
る

人
々
の
、
そ
の
ま
た
支
え
と
な
る
医
師
で
あ

り
た
い
。
そ
う
願
い
な
が
ら
、
今
日
も
学
び

続
け
て
い
ま
す
。

上田紗耶香PROFILE　●2024年関西医科大学卒業、 西淀病院研修医2年目

社
会
を
支
え
る
人
々
の
、

そ
の
ま
た
支
え
と
な
る
医
師
で
あ
り
た
い
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